W N =
W §& m

)

EERRRAZEEES -FI30TE - HEHEERAES BEER)

V2 7#11H26H (K) 14:00~16:00

Ok 9 TR TER#EE 302 5%

ZE P EER. BIFEE,

W FOCRRAERE., W ERRATERE.
NBRERAERAFEE ., N ER (525 3 EHEERY)
I EHEEE R . AR NPO R T 4 ) —iE8 TR
IZ ) BELRIR S

= BERART & ) =GB O D 7= 6 O i 5 O HERE I BE 4 5 A

T OBEIZ DN T

3 R

GRS

O BEATGEHOUEIZOWT, FHERN O Z BT 5,

(EMEA (EE)]

O ER20FZBICELEDIERERNT 4 U —IEBHFECH & DX, otk

2RO B E X TEAFEHOLEREZER LT,

NI B —FHREARTHOBWIERT 2 ) —8 7 ¥ —%thaDh
([ZHESLS D LD Z & 72, BURITTEBIMAEC-CTE B 2 B3 2 TW D b DD,
EET 2 NI CTRBLT, 77— FCIRAM AR HEE T ER LS
W, — T, ARRRREOMERICIZ BB & AT TIERARH S, £ T
OHEEO—JBOYERICE VA TN ZENEETH D,

O, 2RO ERE 2T, QFMMED @V A LRIz T 725
BRES OTRAE, O WG SO HR, @ A SRR O 78 Fni b S8 |
OV LI ITART U H V=T THEELE LSO v hU— 7k, @R
PRSCHE - U OBERL, DB L ik BIROEHERE, @KERT 7
4T HENEEL 2> TNDHEEZD,

AKAXFEOWLWTEENDIL, —RTRIZIEAR T &2 ) —JFENTEZE 2R
Mo TNRNWT & FREGEEITv R VLTS Z & NPO HEDOTERIEE
INIFELEETHN & NPO LT O BB ESFEITEOIVETRETHLHZ &,
NPO LATBUIATENFELANE 5 D CTBAEWHMALETHSH Z &, PTHKEIC
ONTH—RERICEHEVEME I W RN & AT 2 U —7 TP
bo EFERAFRE L TUETLWZ &, EARTGENT 2, 3ERBZICARELLD
BWOTIHEARWNE WS ZTEREZWZ720W TN 5,



[ i)

O KELWVWIDIT, BRKEZ T TR, ASHRKELH LD T, B
KEIZFHE LIERBUCR DRV LS ITTRE,

ERRZAR T 2 ) —IEB T OB DVARBHER D | AEIRE 21T 5 N2 L
— A= ANDZ A A=V LT A—ADERIIEH LTI I 2 bD
el IEON-

FEHE, RPUTHIE L TH FET LEICARBE LTS E R,

HFRIXEE W) SEOBERN AL TEL X HINED,

BAZIIWAARTFEECEROEMRE, BENLHDLDIZ, RT 2 U —IHEID
LTI HIIEH TE TO R WND TIE 720,

O MWEHOILKIZOWTUIEMRIERIZES RS HDLBORNWER Y  A%ITED
BV, B AR 7R B O R dE S BT,

B AM BRI OW TE L O MR SEICED A 5 & LT
HOT, NPO & S TVIFIEE W,

HRIZOWTI, A X —F v O X ) ITHEBAICEE LIZIT-> TR E &
HHE EHEED LG 2N ONLERIEREEGLIHAEENH D, W
O HEBAE R AR LI DT TR0y s B IJ7ICRE S 32l 5 080
G

SR E ORI OW T NPO A DFF b & 5, M7 I3 E — O
KEHARR S ) 2 DT T ZITHUIRIE IS A D LW N TE TWDH 03, #h
TN ERICHE LT 1 il 22— X501 L VO TIX
AQAV/EN

NI UH Y =T FHFIZONTIE, SIEHFRSHERER D AL TV DD T,
T LT O 2 TITH E B2 OB T IEEY b oEmNETELH L
B, KERT T 4 TIZOWTEIHAE R E TR 5 F EEMICHIZ - TH
o TUND NPO, NGO N\, KERT T ¢ 7IXEH I oA 72 [E &
Lo TWNE LV G HTE S,

T8 =7 v FEEEILVARNEES,

O PRt « IREREBROBERIZE 5D TIIWIT RV, Z 2050 NIRES
BT A EEE, ERRICAEFEL TS NIHL0T I HRAE, 2950 )
ANEBOBPRLBNETDH HOTHENT D E W) FHIZH > TN &)
BENKET, Ao THIFD L0 DTIEHR,

O Bt « PEDZ LIZ NP0 LR T X Y —® 7 X —NE SRR EE-
TemEtnoloZ L2 X SEP D,

O RUICESoTHENEDLD LWV DEFFH LN LR TWEWNWTed
IZR 7R, 5 ELSLNWTREHIZL Vo EE S,



DEHITHRTHZY =TI NNEE D72 DDI,

O Rk 14 FEITE-> T 10 4EL BT o 7= T, 20 FEMGEEA2 L TREAR T v 4
J—IEERREHEEZCHo 720 L7 ECIRO AT —UOfEE % Lz, NPO |Z1th
DEREEHETEDFEICHLRS>TND, TIWVIRER LY RERE X
LT EE-oTWnWa, (FHBER)

O ZHEFROIEDOEARTGTH 2O TATEHE LTI ZT 500 ) Z 21T
ST 6 E DD,

O IHENBITEHTRLDTIERLS, BFHLTRD &0 5 BEITL-> TN D,
(HHJR)

O FEALEMTEBLUND L Z AT TERDHEFHDBILD > TN DIEA H A
B & FENTW D, AR DEE, a5 XV HIDIFEI VI Z &
7o NE TR < HARAVTEIR TS, LB - BB - KB EFWTH LN, ERIE
22 & B - BB - 5072, & o & HAFRAYREL &V D S EEIXSH T
I TND DT, RKBIORELOBIZHNCERT 20085 bLnvnd L
720N,

O AWEFH - A= ADPEHEDOREH TR TETWDINEZEZE ST D
EZHZ BT, BARICES DIFE LW S LIV,

O ATBULBEESSRFLEVED N, 23 LI A CEBICHIE-S< iFEicsmL
TS NIFFEF D70 B L0 bR B B R A &V C B U727
DIV

O RVIENVWZEZAZELTHRDOND L IIZTIITNON, A FY ATy
AL —=F )« AZT 4 —RLWNIDNBHDLH, BTN NI a2,
BT o2 — X2 — X REDBIET D, LI A =2 — 2T IEnn &7z
K SNBEZES LN BRb TRV NI b a2EXL5 Tyl
LA TE DO TIZRD,

O #EM7RiEEEZ LIz E W) NBEDD HIR L7 & 5 1T T <
MENI T —T v I~y F U T RNET,

O 5253L0x 9 TAEROREIEAITHE LT 9 BILLEO AT SO
THUIEIRENC R > TV D2, WRITER 2 72, IO TH A6 TR
B AT > TWD D, FRERITHIRIC RGN RN E AT ST Z E N EERTE
20 AMBRE WD EWVHIT END BT, &2 THHE L THBRIZED
WO TIEARL  HIBOPT THE TRV EWT RN E W) REAFERESHSDE
A Eh, &x b2 asz T o ivg, (FER)

O 7IWiE, EEFHOIIBRLORHDERINE I I,

O YWNI7T 7T AMEEHT HMIZE TN 5%iTRry hU—7 O—EIC
EbobnEWwWidiawn, £z, PERFEIEFRIFOR T X U —%Z DR TW



IR EWT 7R, (FE )

O ZTIVHEREIEDLLON LDV IO EH S0 & EMERR,
FTATE B OBRGR L H 5,

O B ERITETER I E VD, AFRE TR TWD, (HHR)

O Rt & TR OBRIZE 5 72D,

O BHWIIARZ &) —{FEORKE AL LTHTttH e b 5 £ <EEE LR
NHERL->TWDS, (FHHER)

O IhxLRIZaZTZARRy NOME 72 ERFEETROEREZ L TEBY £
5 &2 2 BN EA T Ko Lizvy, (FER)

O  LE#Eg)Ze&B oM EENTWDR Y] OB TRV, £,
fTERE L TAETEZA TV DERAR 2B L CHALLT VI Y ITTR
S TN =a2— PR L TESAOHBTHHLTH 5 5 & L,

O ZHlpEe &0 ORRIZED X 5 AR T E2T 5D,

O ARZ7r2 U —iE#) ik < O IFENZESLDFEHRIC OV TIINANARIR

—AR=UNEDENLEEE L TOhrD LT LTWnEEY, (HER)
WOE L7 B A L7 E Wi,

WETDHENC ATV v 7« aAy NFEfTH, (HER)

AT R TA DDA FEE kI T ED 2 < TR W,
RELEDEZ S OFNIZENTWS, (FHR)

THERIZOWTIX 3 R—=Y DA R R IEMERMEO PN NEEN AL SR A E

WANCIRMET D) E VO BREZBE Y AL T,

O ftEmicAt—Y 74 XTI WD LIVBRWRERD & 5 2 1N AT
KoTh7eiEY L) Z TR bWV E I FKIKRBOERIZ LN
Wy BFTLWEBZ T W, TN bEANZVOTH 54 LEL,
LN RT LRI LTS E D, SH%OTEILE D b,

O HHEXEICOWTIE, AT ¥ U — - HillkS< VIGTENZ BT HIEE & W
IINVVERTHE > TS, (FHER)

O FEARFEHI ENTA THIRMN 2 NE I LT < GiAaeT VN )
2T 5%, HOADITRLS VDT, [~F|] LWolZBIRAREWIZT50h
W, FIFETIE R HBIREE T 5, BT 2 58 Cid7e < TEEIT 5 A EE)
LT K25 L) LTIELYY, A BV RE LA ANnS,

O AHWEEWEIERL XKFELEZBICHLIEREMFY XEEHLTE
AR LTS OZRERRE T 5, RIENISE & 3@ oHEE TR & O T
m e, (FER)

O Zl & HEOHEME T RITRRFBICE S Z &1ET 5D,

O HEEFRIZIEHEIR O S Et 2 E D7 b O TRICIRERFICHE K TEIZ RV, E

ONONONONO)



BRICHELZ T HRICITIRREZHH L T T 2L LLA0H 5,
(HHJR)

O INETORELOBEIIZIEZ =D,

O WHHnTEZTWD, RAERTESD S LEDEHRE L TWEEWEZDT,
ENER—=RIEZ D0 E D D EREGEm L TWeEE o0, BITEA~OS
BIZDOWTIIEZDBERD RO TWRWD T, F 2 F TEZDMENLR
WEEBZTWD, (FHR)

O Z4—F—,NPANTNDEZALBSTZ, BEEE D,

O BLFBEZFEAHLOTELL THRLTWS EEH,

O MM EDIRNTRNND TIE RN E WD Z & THITITMMNA L DT
b\f£b\75§o

O M IFRE > TR, FREHIIEEN O RELRE 2L U T, FHEIHEED
Tat RS L TR EED WD, (FER)

O EFFREAL & THTEAL TR 2 L EFRBEMA TITHN S EDTWND EZ A
XHFE 0 otz 12 AITHEE T R 2 R DISER T Do



	兵庫県県民生活審議会－第３回参画・協働推進委員会（議事要旨）
	１ 日　時　　平成２７年１１月２６日（木）１４：００～１６：００
	２ 場　所　　ひょうご女性交流館会議室　３０２号室
	３ 参加者　　委員：小西委員長、野崎委員、
	県側：東元県民生活局長、渕上県民生活課長、
	小藤県民生活課副課長、小島主幹（ふるさと推進担当）、
	久戸瀬協働推進室長、木村NPO・ボランタリー活動支援班長、
	ほか関係職員
	４ 議  事　　県民ボランタリー活動の促進のための施策の推進に関する基本方針の改定について
	５ 主な内容
	○　基本方針の改定について、事務局から説明をお願いする。
	【資料説明（要旨）】
	○　震災20年を機にまとめた県民ボランタリー活動検証にもとづき、また社会背景の変化も踏まえて基本方針の改定案を作成した。
	ボランタリー条例や基本方針の目的はボランタリーセクターを社会の中に確立するということだ。現状は活動団体数や活動分野は増えているものの、活動する人は増えておらず、アンケートでは人材不足が課題とする意見も多い。一方で、社会的課題の解決には自助と公助だけでは限界がある。そこで①裾野の一層の拡大に取り組んでいくことが重要である。
	その他、社会背景の変化を踏まえて、②専門性の高い人材確保に向けた学習機会の提供、③情報発信力の強化支援、④中間支援組織の充実強化支援、⑤ひょうごボランタリープラザを核とした拠点のネットワーク化、⑥財源確保支援・寄附文化の醸成、⑦企業と多様な主体の連携促進、⑧災害ボランティア支援が重要となっていると考える。
	本日欠席の山下委員からは、一般市民にはボランタリー活動はまだまた広がっていないこと、各種講座はマンネリ化していること、NPO等の情報発信力はまだまだ弱いこと、NPOと行政の協働会議は仕切り直すべきであること、NPOと行政は行動原理が違うのでお互い理解が必要であること、中間支援についても一般県民にはあまり理解されていないこと、ボランタリープラザはもっと存在感を発揮してほしいこと、基本方針は2，3年おきに見直したら良いのではないかといったご意見をいただいている。
	【協議】
	○　災害というのは、自然災害だけではなく、人為的な災害もあるので、自然災害に特化した表現にならないようにすべき。
	実際にボランタリー活動を行う若い人やお年寄り、生産活動を行う人など、一人一人のことをイメージして一人一人が実際に活動しやすいようなものにすべき。
	方針は、状況に対応して5年ごとに見直していくと良い。
	中間支援という言葉の意味が人によってとらえ方が違う。
	県にはいろんな活動や情報の蓄積、資産があるのに、ボランタリー活動の場では十分に活用できていないのではないか。
	○　裾野の拡大については量的な拡大は今後もう望めないと思う。今後は質の高い、自律的自発的な活動の促進が重要だ。
	専門的人材育成については士業の団体が社会的援助に関わろうとしているので、NPOと連携させていけばよい。
	情報については、インターネットのように積極的に探しに行って情報を得る場合と雑誌のように与えられたものから偶然情報を得る場合とがある。いつも積極的に情報を探しに行くわけではないから片方に偏らずに両方が必要だ。
	中間支援活動の展開についてはNPO相互の競争もある。地方は単一の中間支援組織が力をつけてそこに地域団体が入るという形ができているが、都市部は行政が無理に調整して1市１センターのようにするのは難しいのではないか。
	ボランタリープラザについては、今は中間支援組織も成熟しているので、十分に調整したうえで行政と協働会議をひらけば実りある議論ができると思う。災害ボランティアについては東北などでは5年など長期にわたって関わっているNPO、NGOが多い。災害ボランティアは平常時の普遍的な問題とも関わっているという見方もできる。
	フォローアップは5年くらいが良いと思う。
	○　阪神・淡路大震災の経験にとらわれてはいけない。そこからいかに発展させていくかが重要だ。実際に生活している人はものすごく真剣だ。そういう人たちのお手伝いをする、自分で何とかするという方向にもっていくという姿勢が大事で、何かやってあげるというのではない。
	○　阪神・淡路のことは、NPOとボランタリーセクターがどう協力関係を作ったかといったことをよく聞かれる。
	○　状況によって軸足が変わるというのを認識しながらやっていただいたのは良かったが、5年くらいで見直せばよいのかなと思う。
	ひょうごボランタリープラザはこれからどうなるのか。
	○　平成14年に作って10年以上たったので、20年検証をして県民ボランタリー活動実態調査をやったりした上で次のステージの提案をした。NPOは他の主体と連携できる存在にもなっている。そういう大きなトレンドを踏まえられればと思っている。（事務局）
	○　これは県の施策の基本方針なので、行政として何をするかということに絞ったらどうか。
	○　何もかも行政でやるのではなく、協働してやるという発想に立っている。（事務局）
	○　だんだん行政以外のところにゆだねる範囲が広がっていくのだろう。公共的分野と書いているが、共益的な分野だ、コモンズというのはそういうことだ。公益ではなく共益的領域だ。共助・自助・公助と書いてあるが、上杉鷹山をみると互助・自助・扶助だ。もっとも公共的領域という言葉は条例で使われているので、条例の見直しの際に別に議論するのがふさわしいかもしれない。
	○　公的施設・スペースが平成の大合併で余ってきているがそこをどうするか考えることも必要。具体的に書くのは難しいかもしれないが。
	○　行政は講座や大学を作るが、卒業した人で実際に地域づくり活動に参加している人は非常に少ない。座学よりも体験型学習に重点を置いて見直した方がいい。
	○　やりたいことを自分たちで決められるようにすればいい。イギリスでエクスターナル・スタディーズというのがある。自分でやりたいことをつくり、場所やチューターは大学が斡旋する。とにかくメニューを増やせばいいとたくさん講座を増やしたが、自分たちでやりたいことを考えることでマンネリ化を解消できるのではないか。
	○　社会的な活動をしたいという人も居るが、勉強した後どう結びつけていくかというフォローアップやマッチングが必要だ。
	○　ふるさとひょうご創生塾の卒業生は調査上は9割以上の人が何らかの形で地域活動に関わっているが、内容は様々だ。創生塾の中でも自分たちで企画を行っているが、卒業後は地域に足場がないと塾でやったことが実践できない。人材育成という言い方は上から目線で、どこかで研修して地域に送り返すのではなく、地域の中で育てないといけないという県民生活審議会の意見が出され、我々もそれを受け止めてはいる。（事務局）
	○　プラザは、運営方針のようなものがあると思うがどうか。
	○　当初はプラザは人材を輩出する側だったが、今後はネットワークの一員に変わらないといけない。また、平常時と非常時のボランタリーをつないでいかないといけない。（事務局）
	○　プラザ自体がどう変わるのか、変わりたいのかを出さないと実効性がない。また行政と社協の関係もある。
	○　設立主体は県で運営は社協という、公設民営でやっている。（事務局）
	○　県社協と市町社協の関係はどうなのか。
	○　県社協はボランタリー活動の結節点として市町社協ともうまく連携しながらやっている。（事務局）
	○　これを土台にコラボネットの刷新など来年度予算の要求をしており、それらを軸に様々な協働が進んでいくようにしたい。（事務局）
	○　「適切な役割分担」と書いているが「適切」の意味が明確でない。また、行政として今まで蓄えている情報などを整理して利用しやすいようにすべきだ。それをニュートラルに提供して皆さんの判断で利用してもらうとよい。
	○　参画協働などの流れとの関係はどのような見せ方をするのか。
	○　ボランタリー活動・地域づくり活動に役立つ情報についてはいろいろなホームページが有りそれらを整理してわかりやすくしていきたい。（事務局）
	○　改定したら周知しないといけない。
	○　改定する前にパブリック・コメント手続を行う。（事務局）
	○　社会背景で人口減少や少子高齢化は書かなくて良いか。
	○　見直し案の考え方の所に書いている。（事務局）
	○　情報については3ページの有益な情報提供の所に「活動に役立つ情報を積極的に提供する」という趣旨を盛り込みたい。
	○　社会的にオーソライズすればいいかもしれないが意味のとらえ方が人によってかなり違うということにならないように、最低限の定義はした方がいい。新しい展開を妨げない程度に。それから読点が多いのでもう少し短く、わかりやすく簡潔にしたらどうか。今後の予定はどうか。
	○　中間支援については、ボランタリー・地域づくり活動を支援する活動という広い意味で使っている。（事務局）
	○　基本方針は、誰が読んでも誤解がないようにわかりやすく読みやすいようにする。縛るのは良くないので、「～等」といった曖昧な言い方をするのもいい。列挙ではなく例記をする。管理する方針ではなくて活動する人が活動しやすくなるような方針にしてほしい。5年くらいの見直し期間を入れる。
	○　本日いただいたご意見と、欠席した委員にもご意見を伺う文書を出してそれを反映したものを次回報告する。次回は参画と協働の推進方策と併せて審議いただく。（事務局）
	○　参画と協働の推進方策は県民局に聞くことはするのか。
	○　推進方策は県施策の方針を定めたもので特に県民局に聞く予定はない。実際に事業をする際には県民局が協働してやっている場合ももちろんある。（事務局）
	○　これまでの見直しの際には変えたのか。
	○　部分部分で変えている。県生審でふるさとの議論をしていただいたので、それをベースに変えるかどうかを次回議論していただきたい。県行政への参画については変える要素が見つかっていないので、そこまで変える必要はないと考えている。（事務局）
	○　クォーターとか入れているところもあった。男女同数とか。
	○　男女共同参画計画があるのでそちらで示していると思う。
	○　細かく決めない方がいいのではないかということで現行は細かく決めていないが。
	○　細かくは決まっていない。指針は活動の発展段階に応じて、計画は事業のプロセスに応じて県の方針を定めている。（事務局）
	○　道府県単位と市町単位で見ると道府県単位では細かく定めているところはあまりなかった。12月は推進方策を中心に議論する。

